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令 和 ７ 年 ３ 月 １ ４ 日 

小 樽 開 発 建 設 部 

 

後志地域における建設業の担い手確保・育成の官民連携を進めます 

 

 

 

 

 

 

活動の第１弾として、以下の取組を始めます。 

 

【採用広報への協力】 

・各社の採用広報（業務紹介や施工現場紹介など）に、小樽開発建設部と小樽建設管理部

が協力します。 

 

【インターンシップの連携】 

・学生の関心・希望に応じて他企業や行政機関も同時に体験できるように連携・調整する

など、官民の垣根を越えて連携します。 

 

【後志地域のインフラを学ぶ素材の共同作成】 

・後志地域のインフラの歴史や技術、建設業が果たしてきた役割などを紹介する教材を、

官民の垣根を越えて共同で作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設業は、暮らしや産業を支える社会資本の整備や維持管理を行うとともに、激甚

化・頻発化する災害から地域を守るためになくてはならない存在ですが、その担い手

不足が大きな課題となっています。小樽建設協会、小樽開発建設部及び小樽建設管理

部は、官民共創チームを結成して、後志地域の存続と発展を支える建設業の担い手確

保・育成に取り組みます。 



別紙１ 採用広報への協力

○ 学生に「この会社で働きたい」と思ってもらえるようなＰＲ手法を提案したり、そのために必要な素材を提供する
ことにより、民間建設会社の採用広報の充実に向けて協力します。
○ 例えば、行政機関が保有するデータや写真等を提供することにより、民間建設会社ホームページの採用情報
ページや施工実績ページを以下のように改善するお手伝いをします。

●●道建設工事

発注者 小樽開発建設部
施工場所 ●●町

●●道建設工事

写真提供 （株）久保組写真提供 （株）久保組発注者

受注者 Bさん

工事現場で施工管理や機械の手配、
作業員の安全管理など総括を担当
しています。

現場は３次元データで管理していま
す。他の現場で発生した土をこの工
事で使おうとしましたが盛土材に適さ
なかったので、土を改良して施工方法
を変更することを発注者へ提案し、目
的の道路を作りました。

【ICTの紹介】
ICT機械を使用すると機械周辺での作業が減るため、
安全性向上につながります。
また、ICT化により作業時間の削減が期待できます。

【３次元設計データの紹介】
３次元データの活用により、施
工計画や施工条件の確認に効
果があり、安全かつ円滑に工事
を進めました。

【現場の紹介】
・この工事はICT機械を使用して、盛土を作る工事
です。余市からニセコまでの高規格道路（自動車
専用道路）を建設中で、この工事は令和６年度に
開通予定の余市～仁木間で道路本線と出入り口
部分を完成させる工事です。

発注者 小樽開発建設部
施工場所 ●●町



インターンシップの連携

インターン生Aさん インターン生Bさん

インターン生Cさん

研修１週間

１日受入れ １日受入れ

１日受入れ研修１週間

研修１０日間

〇 インターンシップの受入れに際し、本人の希望に応じて民間企業間、又は民間企業と行政機関との間で
「相互乗り入れ」を行うことにより、民間と行政の仕事の内容やその関係性を理解してもらいます。
〇 例えば、インターン生を以下のように一時的に受け入れることにより仕事の内容を広く体験してもらうととも
に、学生に就職先の選択肢を増やすことを目指します。
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後志地域のインフラを学ぶ素材の共同作成

パネルイメージ

〇 小樽建設協会に対して後志地域のインフラを学ぶ事業概要資料や写真などを提供することにより、「民間建
設会社が生活基盤を支えていることと、その大切さ」をＰＲするお手伝いをします。
〇 また、これらを素材に小樽建設協会、小樽建設管理部及び小樽開発建設部が共同作成したパネルを用いて
後志管内の公共施設やイベントでパネル展を開催するなどして、建設業の魅力を発信します。

パネル展イメージ
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